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次世代を担う学生の方々へ
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前者の理T.系焦れが口本の科学技術の将来を左右する関越である

のと同様に,学生月数の伸び悩みは本会の将来にとって玉大な問題

です ここでは.数多くの学生の方々に本会に参加して頂くための

一助となればと思い,学*_の方々にとっての学会の青虫について考

えてみたいと思います

学生の方々の学会所動を支援するための施策がこれまでも樵々実

行されてきましたが,本会が50周年を迎えた昭和42年当時と比較

して,現在の学生月数は半分程度にlLまっています この坪山とし

て,会誌の内芥や講演会の内等が難解であり,必ずしも学生Elにとっ

て魅力的でなかったこと,学生の学会所動を支援するための取り組

みが効果的にPRされていなかったこと等が考えられます しかし,

大きな理由として,学生にとって学会とは,自らの研究成果の発表

の場であり,極めて専門化された新城の情報を得るための手段と捉

えられていることがあると思います これらの目的のみを迂するた

めには,大学の研究室に属する学生にとって,自らが会員となる必

要は必ずしもないといえます

しかしながら,現在,稚気通信を取り巻く技術分野は大きく拡人

すると犬に,分野間の融合による新たな分野の出現には目先ましい

ものがあります.例えば,本会の50年史と75年史に登場する技術

分野数は約2倍に拡大しており,分野間の融合により,コンピュー
タネットワーク.化合物Ll'原体デバイス等が新たに出現しています

このような時代においては,筒先過信に携わる技術者にとって,自

分の専門分野を究めることはもちろん,社会の動きや技#Iの動向を

見通せるような幅広い視野を持つペく横座的に研練を確むことがま

すます承要になっていくのではないでしょうか.

学生の方々にとって,人草とは.各々の専門分野を確T.し,その

専門分野を深く探究するための場でありましょう.一方,学会とは

｢学問分野をIH=こくする方々が軌如こ情報交換を行い,77.いに切瑳

琢磨する協｣であるのが理想の姿であります そして学会は,さま

ざまな分野のスペシャリストの活純する姿に触れ,7T_いに.議論しあ

うことにより,人草で学ぶIT5r-r'Ll/Jl野という棟に自分なりに肉付けし

て,広い批野を持つ技術者として成艮することを可能とする場であ

ると思います.千.学会という ｢船｣は,ソサイエティ制への移行

の試み等により.より自由な意見交換の場,また,岩手会月が活躍

できる堵となり,時代の流れに対応するべく変革のただ中にありま

す 次の謙掛 ま,新しい ｢船｣を動かして.新しい時代に漕ぎだし

ていく｢船乗り｣を獲得することだと思います 数多くの)芦生の方々

に,学会に対する認識を新たにして頂き.孜々と共に新しい ｢船｣

を動かしてくれることを飾っています.


